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３．教職課程の履修にあたっての注意事項  
 
（1）履修登録制限単位について 

 時間割表に科目名とともに記載されている時間割番号の真ん中のアルファベットが「Z」で始まる

科目については、履修登録制限に含まれません。そのため、登録制限単位を超えて履修登録しなけ

ればなりませんので、よく考えて履修計画を立てる必要があります。 

 
具体的には下記の科目が履修登録制限に含まれません。  

① 教職に関する科目 

ただし、教職に関する科目を兼ねている教養教育科目・文学部専攻科目は、制限登録単位に含ま

れます。 

② 介護等体験に関する科目の「介護等体験」 

③ 教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目の「教職コンピュータ基礎」 

 

（2）抽選登録・選抜登録が必要な科⽬について 
教員免許取得のために必要な科目は大部分の教職に関する科目を除き、ほとんどが教養教育科目、

文学部の専攻科目です。これらの中には第 1 回履修登録期間内に登録をしないと受講できない科目

がありますので、履修要項で確認しておくようにしてください。 

 

（3）2 教科以上の免許状を取得しようとする場合の注意点について 
①「教科に関する科目」は、取得しようとする教科ごとに履修しなければなりません。 

②「教科に関する科目」以外は、取得しようとする教科にかかわらず共通ですが、「教職に関する

科目」の教科教育法は、取得しようとする教科ごとに履修しなければなりません。 

 

（4）教員免許取得上の「必修」「選択」について 
次のページ以降に出てくる履修要件の「必修」「選択」は教員免許取得上のものです。卒業要件

の「必修」「選択」科目とは異なりますので注意してください。 

 

（5）次のページ以降に出てくる『分野』という記載について 
 
 

 
 
（6）教職課程に関わる諸連絡について 

教職課程履修者はポータルサイト等を常に見るように心がけてください。 
各種説明会等へは、必ず参加してください。無断欠席等の場合、履修の継続ができなくなることがあ

ります。 
 
４．本学指定の必修科⽬（⼈権論） 

 
〇 2 単位位必修。「教育実習」先修科⽬です。 

 
授業科⽬名 単位数 配当年次 分野 

⼈権論 A 2 1～ 教養 

⼈権論 B 2 1～ 教養 

 

 
 
 
 
 

「教養」→教養教育科目 

「専攻」→専攻科目 

「随意」→随意科目 
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５．「教育職員免許法施⾏規則」第６６条の６に定める科⽬の履修⽅法 
 
（１）歴史学科⽂化遺産学専攻を除く学科・専攻   
 

免許法施⾏規則に
定める科⽬ 

本学開講の関連科⽬及び単位数 
科 ⽬ 名 単位数 履修要件 配当年次 分 野 

⽇本国憲法 日本国憲法 2 必修 1～ 教養 

体育 

スポーツと人権・平和 2 

1 科目必修 

2～ 教養 

健康とスポーツ 2 2～ 教養 

現代社会とスポーツ 2 1～ 教養 

スポーツ技術学演習 2 1～ 教養 

人間とスポーツ 2 1～ 教養 

外国語コミュニケ
ーション 

英語総合 1（A） 1 

2 単位必修 

1 のみ 教養 

英語総合 1（B） 1 1 のみ 教養 

英語総合 2（A） 1 1 のみ 教養 

英語総合 2（B） 1 1 のみ 教養 

英語総合 3 1 2 のみ 教養 

ドイツ語Ⅰ 2 1～ 教養 

フランス語Ⅰ 2 1～ 教養 

中国語Ⅰ 2 1～ 教養 

スペイン語Ⅰ 2 1～ 教養 

コリア語Ⅰ 2 1～ 教養 

情報機器の操作 
情報科学実習 ※ 4 

1 科目必修 

1～ 教養 

教育情報処理演習 2 1～ 専攻 

教職コンピュータ基礎 2 2～ 随意 

※ 「情報科学実習」の受講にあたってはコンピュータに関する一定の知識を習得していることが前提と

なります。シラバス（講義概要）を熟読の上、受講してください。 

 
（２）歴史学科⽂化遺産学専攻  
 

免許法施⾏規則に
定める科⽬ 

本学開講の関連科⽬及び単位数 
科 ⽬ 名 単位数 履修要件 配当年次 分 野 

⽇本国憲法 日本国憲法 2 必修 1～ 教養 

体育 
 

体育実技 1 必修 2～ 随意 

スポーツと人権・平和 2 

1 科目必修 

2～ 教養 

健康とスポーツ 2 2～ 教養 

現代社会とスポーツ 2 1～ 教養 

人間とスポーツ  2 1～ 教養 

外国語コミュニケ
ーション 

英語総合 1（A） 1 

2 単位必修 

1 のみ 教養 

英語総合 1（B） 1 1 のみ 教養 

英語総合 2（A） 1 1 のみ 教養 

英語総合 2（B） 1 1 のみ 教養 

英語総合 3 1 2 のみ 教養 

ドイツ語Ⅰ 2 1～ 教養 

フランス語Ⅰ 2 1～ 教養 

中国語Ⅰ 2 1～ 教養 

スペイン語Ⅰ 2 1～ 教養 

コリア語Ⅰ 2 1～ 教養 

情報機器の操作 教職コンピュータ基礎 2 
1 科目必修 

2～ 随意 

教育情報処理演習 2 1～ 専攻 
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6．教職に関する科⽬の履修⽅法 
開講セメスターは年度によって変更する場合があります。毎年度の時間割表で確認してください。 

免許法施⾏規則に定める科⽬区分等 中学校教諭、⾼等学校教諭⼀種免許状 

開講 備 考 
科⽬ 各科⽬に含める必要事項 本学開講科⽬ 

単
位 
数 

履修 
要件 

分野 配当年次 

教
科
�
�
�
教
科
�
指
導
法
�
関
�
�
科
⽬ 

・各教科の指導法 

 （情報通信技術の活用を含む） 

 

 

 

 

宗教科教育法 A 2 

※4 

参照 

随意 2～ 大宮  

宗教科教育法 B 2 随意 2～ 大宮  

宗教科教育法Ⅰ 2 随意 3～ 大宮  

宗教科教育法Ⅱ 2 随意 3～ 大宮  

国語科教育法 A 2 随意 2～ 深草  

国語科教育法 B 2 随意 2～ 深草  

国語科教育法Ⅰ 2 随意 3～ 大宮  

国語科教育法Ⅱ 2 随意 3～ 大宮  

英語科教育法 A 2 随意 2～ 深草  

英語科教育法 B 2 随意 2～ 深草  

英語科教育法Ⅰ 2 随意 3～ 大宮  

英語科教育法Ⅱ 2 随意 3～ 大宮  

社会科・地理歴史科教育法Ⅰ 2 随意 3～ 大宮  

社会科・地理歴史科教育法Ⅱ 2 随意 3～ 大宮  

社会科・公民科教育法Ⅰ 2 随意 3～ 大宮  

社会科・公民科教育法Ⅱ 2 随意 3～ 大宮  

教
育
�
基
礎
的
理
解
�
関
�
�
科
⽬ 

・教育の理念並びに教育に関す

る歴史及び思想 

教育原論 A 2 

1 科目

必修 

教養 2～ 深草 A・B 両科目を

履修すること

が望ましい 教育原論 B 2 教養 2～ 深草 

教育学概論 2 専攻 1～ 深草  

・教職の意義及び教員の役割・

職務内容（チーム学校運営のへ

の対応を含む） 

教職論 2 必修 随意 2～ 深草 

 

・教育に関する社会的、制度的

又は経営的事項（学校と地域

との連携及び学校安全への対

応を含む） 

学校教育社会学 2 必修 随意 2～ 深草 

 

・幼児、児童及び生徒の心身の

発達及び学習の過程 

学習・発達論 A 2 
1 科目

必修 

教養 2～ 深草 A・B 両科目を

履修すること

が望ましい 学習・発達論 B 2 教養 2～ 深草 

教育心理学 2 専攻 2～ 大宮  

・特別の支援を必要とする幼児、 

児童及び生徒に対する理解 

特別支援教育論 2 1 科目

必修 

専攻 2～ 深草  

特別支援教育概論 2 随意 3～ 大宮  

・教育課程の意義及び編成の方

法（カリキュラムマネジメン

トを含む。） 

教育課程論 2 必修 随意 2～ 深草 
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道
徳
︑
総
合
的
�
学
習
�
時
間
等
�
指
導
法
及
� 

⽣
徒
指
導
︑
教
育
相
談
等
�
関
�
�
科
⽬ 

・道徳の理論及び指導法 

《中学免許取得希望者のみ必修》 道徳教育指導法 2 
左記 

参照 
随意 3～ 大宮 ※1 

・総合的な学習の時間の指導法 

（高校は総合的な探究の時間の 

指導法） 

・特別活動の指導法 

総合的な学習の時間・ 

特別活動論 
2 必修 随意 3～ 大宮 

 

・教育の方法および技術 
教育の方法と技術

（ICT 活用含む） 
2 必修 随意 3～ 大宮 

 

・情報通信技術を活用した教育

の理論及び方法 

・生徒指導の理論及び方法 

・進路指導及びキャリア教育の

理論及び方法 

生徒・進路指導論 2 必修 随意 2～ 深草 

 

・教育相談（カウンセリングに

関する基礎的な知識を含む。）

の理論及び方法 

教育相談 2 必修 随意 3～ 大宮 

 

教
育
実
践
�
関
�
�
科
⽬ 

・教育実習 
教育実習指導Ⅰ 1 必修 随意 4 大宮 

 

教育実習指導ⅡA 4 

1 科目

必修 

随意 4 大宮 

中学校免許取

得希望者必修 

※2 

教育実習指導ⅡB 2 随意 4 大宮 

高等学校免許

取得希望者必

修 ※2 

・教職実践演習 教職実践演習（中・高） 2 必修 随意 4 大宮 ※3 

※1 高校免許取得希望者が、中学免許取得に必要な「道徳教育指導法（2 単位）」を修得した場合は、法律

で定める「大学が独自に設定する科目」に充てられます。ただし、本学で高等学校一種免許状取得に

必要として開講している「教科に関する科目」および「教職に関する科目」には充当できません。 

※2 中高両免許取得者は「教育実習指導ⅡA」（4単位）を登録すること。詳細については 30～32 ページの

「Ⅳ．教育実習の履修について」を参照してください。 

※3 「教職実践演習」の履修については、35 ページの「Ⅵ．教職実践演習の履修について」を参照してく

ださい。 

※4 各教科の必修科目一覧 

免許状取得に関する教科教育法の修得科目の組み合わせは、以下のとおりです。 

取得免許教科 必修科⽬ 
中⼀種免「宗教」 
⾼⼀種免「宗教」 

宗教科教育法 A 

（2単位） 

宗教科教育法 B 

（2単位） 

宗教科教育法Ⅰ 

（2単位） 

宗教科教育法Ⅱ 

（2単位） 

中⼀種免「国語」 
⾼⼀種免「国語」 

国語科教育法 A 

（2単位） 

国語科教育法 B 

（2単位） 

国語科教育法Ⅰ 

（2単位） 

国語科教育法Ⅱ 

（2単位） 

中⼀種免「英語」 
⾼⼀種免「英語」 

英語科教育法 A 

（2単位） 

英語科教育法 B 

（2単位） 

英語科教育法Ⅰ 

（2単位） 

英語科教育法Ⅱ 

（2単位） 

中⼀種免「社会」 
社会科・地理歴史科教育法Ⅰ 

（2単位） 

社会科・地理歴史科教育法Ⅱ 

（2単位） 

社会科・公民科教育法Ⅰ 

（2単位） 

社会科・公民科教育法Ⅱ 

（2単位） 

⾼⼀種免「地理歴史」 
社会科・地理歴史科教育法Ⅰ 

（2単位） 

社会科・地理歴史科教育法Ⅱ 

（2単位） 
－ － 

⾼⼀種免「公⺠」 
社会科・公民科教育法Ⅰ 

（2単位） 

社会科・公民科教育法Ⅱ 

（2単位） 
－ － 

・「○○科教育法Ⅰ」は「○○科教育法Ⅱ」よりも前に修得しなければなりません（先修科目）。 

・「○○科教育法 A」及び「○○科教育法 B」については、履修の順序を問わず、「○○科教育法Ⅰ」や「○○ 

科教育法Ⅱ」の先修科目ともしません。 
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7．教科に関する科⽬の履修⽅法 
 
中学校教諭⼀種免許状 社会 （必修科⽬を含む最低修得単位数：34 単位）  
■必修科⽬  

科⽬区分 開設科⽬名 単位数 必修 
単位 履修要件 配当 

年次 
開講 
学舎 

⽇本史・ 
外国史 
 

日本史概説ⅠA 2 

8 ※1 
4 科目 8単位 必修 
もしくは 
2 科目 4単位 必修 

2～ 大宮 

日本史概説ⅠB 2 2～ 大宮 

日本史概説ⅡA 2 2～ 大宮 

日本史概説ⅡB 2 2～ 大宮 

日本史 A    ※2 2 
4 

2～ 大宮 

日本史 B    ※2 2 2～ 大宮 

東洋史概説Ⅰ 4 
8 ※1 

2 科目 8単位 必修 
もしくは 
2 科目 4単位 必修 

2～ 大宮 

東洋史概説Ⅱ 4 2～ 大宮 

東洋史 A    ※3 2 
4 

2～ 大宮 

東洋史 B    ※3 2 2～ 大宮 

西洋史 4 4 必修 2～ 大宮 

地理学（地誌
を含む。） 

人文地理学 4 

12 必修 

2～ 大宮 

自然地理学 4 3～ 両学舎 

地理学（地誌） 4 3～ 大宮 

法律学、 
政治学 

法学概論（国際法を含む） 4 
4 2 科目中 1科目 必修 

3～ 大宮 

政治学原理（国際政治を含む） 4 3～ 大宮 

社会学、 
経済学 

社会学概説 4 
4 2 科目中 1科目 必修 

2～ 大宮 

経済原論（国際経済を含む） 4 3～ 大宮 

哲学、倫理学、
宗教学 

哲学概論 2 

※4 

ア ※4 
左記のア～ウ
の組み合わせ
から 2 もしく
は 4単位必修  

2～ 大宮 

倫理学概論 2 イ 2～ 大宮 

宗教学概説 A 2 
ウ 

2～ 大宮 

宗教学概説 B 2 2～ 大宮 

☆「4 科目 8 単位必修」「2 科目 8 単位必修」「4 単位必修」「2 科目中 1 科目必修」「左記のア～ウの組み合

わせから 2 ないし 4 単位必修」とされている履修要件において、規定以上の単位を修得すると選択科⽬の
単位として扱われます。 

 

※1 日本史および外国史の履修パターンについては、以下の組み合わせに限ります。 

学科専攻 科⽬区分 履修パターン 

⽇本史学専攻 
⽇本史 日本史概説ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB （合計 8 単位） 

外国史 ①東洋史概説Ⅰ・Ⅱ（合計 8単位）＋ 西洋史（4単位） 
②東洋史 A・B（合計 4単位）＋ 西洋史（4単位）     ①②のパターンのいずれか 

東洋史学専攻 
⽇本史 ①日本史概説ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB （合計 8単位） 

②日本史 A・B （合計 4 単位）                     ①②のパターンのいずれか 

外国史 東洋史概説Ⅰ・Ⅱ（合計 8 単位）＋ 西洋史（4単位） 

上記以外 
の学科専攻 

⽇本史 ①日本史概説ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB （合計 8単位） 
②日本史 A・B （合計 4単位）                       ①②のパターンのいずれか 

外国史 ①東洋史概説Ⅰ・Ⅱ（合計 8単位）＋ 西洋史（4単位） 
②東洋史 A・B（合計 4単位）＋ 西洋史（4単位）      ①②のパターンのいずれか 

※2 「日本史 A」「日本史 B」は、日本史学専攻の学生は受講不可 
※3 「東洋史 A」「東洋史 B」は、東洋史学専攻の学生は受講不可 
※4  例えば、「哲学概論」「倫理学概論」を履修する場合、2 単位で履修要件に定める選択必修の条件を

充たしますが、「宗教学概説 A」「宗教学概説 B」の場合は、A・B とも（４単位）修得で選択必修の
条件を充たすことになります。 
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■選択科⽬ （免許状取得にあたって履修することが望ましい。） 
 
【どの科⽬区分からでも選択可】  

科⽬区分 開設科⽬名 
単
位 
数 

配当 
年次 

開講 
学舎  開設科⽬名 

単
位 
数 

配当 
年次 

開講 
学舎 

⽇本史・ 
外国史 

史学概論 A 2 3～ 大宮  考古学実習 A 1 3～ 大宮 

史学概論 B 2 3～ 大宮  考古学実習 B 1 3～ 大宮 

史学概論 C 2 3～ 大宮  文化財実習 A 1 2～ 大宮 

史学概論 D 2 3～ 大宮  文化財実習 B 1 2～ 大宮 

史学概論 E 2 3～ 大宮  日本史学特殊講義※5 2 3～ 大宮 

仏教史概説 A1 2 2～ 大宮  東洋史学特殊講義※5 2・4 3～ 大宮 

仏教史概説 A2 2 2～ 大宮  仏教史学特殊講義※5 2 3～ 大宮 

仏教史概説 B1 2 2～ 大宮  考古学特殊講義 A 2 3～ 大宮 

仏教史概説 B2 2 2～ 大宮  考古学特殊講義 B 2 3～ 大宮 

インド仏教史 A 2 2～ 大宮  文化財科学特殊講義 A 2 3～ 大宮 

インド仏教史 B 2 2～ 大宮  文化財科学特殊講義 B 2 3～ 大宮 

西域仏教史 A 2 2～ 大宮  日本考古学講読 A 2 3～ 大宮 

西域仏教史 B 2 2～ 大宮  日本考古学講読 B 2 3～ 大宮 

中国仏教史 A 2 2～ 大宮  古代哲学史 2 2～ 大宮 

中国仏教史 B 2 2～ 大宮  中世哲学史 2 2～ 大宮 

日本仏教史 A1 2 2～ 大宮  近世哲学史 A 2 2～ 大宮 

日本仏教史 A2 2 2～ 大宮  近世哲学史 B 2 2～ 大宮 

日本仏教史 B1 2 2～ 大宮  現代哲学史 2 2～ 大宮 

日本仏教史 B2 2 2～ 大宮  教育史（日本） 2 2～ 大宮 

日本宗教史 A 2 2～ 大宮  教育史（西洋） 2 2～ 大宮 

日本宗教史 B 2 2～ 大宮  心理学史 2 1～ 深草 

地理学（地誌を
含む。） 歴史地理学 4 2～ 大宮  

法律学、政治学 比較教育学 2 2～ 大宮  

社会学、経済学 社会事業概説 4 2～ 大宮  生涯学習概論 2 2～ 大宮 

文化人類学概論 4 2～ 大宮  異文化間教育学 2 2～ 大宮 

現代社会論 4 1～ 深草  教育社会学概論 2 2～ 深草 

社会事業史 4 3～ 大宮  

哲学、倫理学、
宗教学 

哲学特殊講義 ※5 2 3～ 大宮  仏教学概論 A1 2 3～ 大宮 

科学哲学 2 2～ 深草  仏教学概論 A2 2 3～ 大宮 

伝道学特殊講義 2 3～ 大宮  仏教学概論 B1 2 2～ 深草 

真宗学概論 A1 2 3～ 大宮  仏教学概論 B2 2 2～ 深草 

真宗学概論 A2 2 3～ 大宮 

 真宗学概論 B1 2 1～ 深草 

真宗学概論 B2 2 1～ 深草 

 
※5 修得した単位数分が教科に関する科目となります。例えば、「日本史学特殊講義」であれば「日本史学特

殊講義（A）A〈2単位〉」「日本史学特殊講義（A）B〈2 単位〉」「日本史学特殊講義（B）A〈2単位〉」の 3科

目の単位を修得した場合は、6 単位とも選択科目の単位として算入できます。「東洋史学特殊講義」の単位

数欄「2・4」とあるのは、2 単位科目と 4 単位科目（通年科目）があることを示しています。 

─ 12 ─ ─ 13 ─



- 14 - 
 

⾼等学校教諭⼀種免許状 地理歴史（必修科⽬を含む最低修得単位数：30 単位） 
■必修科⽬ 

科⽬区分 開設科⽬名 単位数 必修 
単位 履修要件 配当 

年次 開講学舎 

⽇本史 日本史概説ⅠA 2 

8 ※1 

4 科目 8単位必修 

もしくは2科目4単位

必修 

2～ 大宮 

日本史概説ⅠB 2 2～ 大宮 

日本史概説ⅡA 2 2～ 大宮 

日本史概説ⅡB 2 2～ 大宮 

日本史 A ※2 2 
4 

2～ 大宮 

日本史 B ※2 2 2～ 大宮 

外国史 東洋史概説Ⅰ 4 
8 ※1 

2 科目 8単位 必修 
もしくは 

2 科目 4単位 必修 

2～ 大宮 

東洋史概説Ⅱ 4 2～ 大宮 

東洋史 A ※3 2 
4 

2～ 大宮 

東洋史 B ※3 2 2～ 大宮 

西洋史  4 4 必修 2～ 大宮 

⼈⽂地理学・ 
⾃然地理学 

人文地理学 4 
8 必修 

2～ 大宮 

自然地理学 4 3～ 両学舎 

地誌 地理学（地誌） 4 4 必修 3～ 大宮 

☆「4 科目中 8 単位必修」「2 科目 4 単位以上必修」「4 単位必修」とされている履修要件において、規定以

上の単位を修得すると選択科⽬の単位として扱われます。 

 

※1 日本史および外国史の履修パターンについては、以下の組み合わせに限ります。 

学科専攻 科⽬区分 履修パターン 

⽇本史学専攻 
⽇本史 日本史概説ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB （合計 8 単位） 

外国史 ①東洋史概説Ⅰ・Ⅱ（合計 8単位）＋ 西洋史（4単位） 
②東洋史 A・B（合計 4単位）＋ 西洋史（4単位）     ①②のパターンのいずれか 

東洋史学専攻 
⽇本史 ①日本史概説ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB （合計 8単位） 

②日本史 A・B （合計 4 単位）                     ①②のパターンのいずれか 

外国史 東洋史概説Ⅰ・Ⅱ（合計 8 単位）＋ 西洋史（4単位） 

上記以外 
の学科専攻 

⽇本史 ①日本史概説ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB （合計 8単位） 
②日本史 A・B （合計 4単位）                       ①②のパターンのいずれか 

外国史 ①東洋史概説Ⅰ・Ⅱ（合計 8単位）＋ 西洋史（4単位） 
②東洋史 A・B（合計 4単位）＋ 西洋史（4単位）      ①②のパターンのいずれか 

※2 「日本史 A」「日本史 B」は、日本史学専攻の学生は受講不可 

※3 「東洋史 A」「東洋史 B」は、東洋史学専攻の学生は受講不可 
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■選択科⽬ （免許状取得にあたって履修することが望ましい。） 
   
【どの科⽬区分からでも選択可】 

科⽬区分 開設科⽬名 
単
位 
数 

配当 
年次 

開講 
学舎  開設科⽬名 

単
位 
数 

配当 
年次 

開講 
学舎 

⽇本史 史学概論 A 2 3～ 大宮  日本史学特殊講義※4 2 3～ 大宮 

史学概論 C 2 3～ 大宮  仏教史学特殊講義※5 2 3～ 大宮 

史学概論 D 2 3～ 大宮  考古学特殊講義 A 2 3～ 大宮 

仏教史概説 B1 2 2～ 大宮  考古学特殊講義 B 2 3～ 大宮 

仏教史概説 B2 2 2～ 大宮  考古学実習 A 1 3～ 大宮 

日本仏教史 A1 2 2～ 大宮  考古学実習 B 1 3～ 大宮 

日本仏教史 A2 2 2～ 大宮  文化財実習 A 1 2～ 大宮 

日本仏教史 B1 2 2～ 大宮  文化財実習 B 1 2～ 大宮 

日本仏教史 B2 2 2～ 大宮  文化財科学特殊講義 A 2 3～ 大宮 

日本宗教史 A 2 2～ 大宮  文化財科学特殊講義 B 2 3～ 大宮 

日本宗教史 B 2 2～ 大宮  日本考古学講読 A 2 3～ 大宮 

真宗史 A 2 2～ 大宮  日本考古学講読 B 2 3～ 大宮 

真宗史 B 2 2～ 大宮  教育史（日本） 2 2～ 大宮 

日本文化史Ⅰ 2 2～ 深草      

日本文化史Ⅱ 2 2～ 深草      

外国史 史学概論 B 2 3～ 大宮 

 

東洋史学特殊講義※4  24 3～ 大宮 

史学概論 E 2 3～ 大宮 仏教史学特殊講義※6  2 3～ 大宮 

インド仏教史 A 2 2～ 大宮 古代哲学史 2 2～ 大宮 

インド仏教史 B 2 2～ 大宮 中世哲学史 2 2～ 大宮 

西域仏教史 A 2 2～ 大宮 近世哲学史 A 2 2～ 大宮 

西域仏教史 B 2 2～ 大宮 近世哲学史 B 2 2～ 大宮 

中国仏教史 A 2 2～ 大宮 現代哲学史 2 2～ 大宮 

中国仏教史 B 2 2～ 大宮 心理学史 2 1～ 深草 

仏教史概説 A1 2 2～ 大宮 教育史（西洋） 2 2～ 大宮 

仏教史概説 A2 2 2～ 大宮 
 

 中国文化史Ⅰ 2 2～ 深草 

中国文化史Ⅱ 2 2～ 深草  

⼈⽂地理学  
及び⾃然地理学 歴史地理学 4 2～ 大宮  

※4 修得した単位数分が教科に関する科目となります。例えば、「東洋史学特殊講義」であれば「東洋史

学特殊講義(D)A〈2 単位〉」「東洋史学特殊講義(D)B〈2 単位〉」「東洋史学特殊講義(C)A〈2 単位〉」の

3 科目の単位を修得した場合は、6 単位とも選択科目の単位として算入できます。 

※5 修得した単位数分が教科に関する科目となります（A1、A2、B1、B2、C1、C2、D1、D2、H1、H2）。 

※4の説明を参照してください。 

※6 修得した単位数分が教科に関する科目となります（E1、E2、F1、F2、G1、G2、I1、I2）。 

※4の説明を参照してください。 
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⾼等学校教諭⼀種免許状 公⺠（必修科⽬を含む最低修得単位数：30 単位）  
■必修科⽬ 

科⽬区分 開設科⽬名 
単
位
数 

必修
単位 履修要件 配当 

年次 開講学舎 

法律学（国
際 法 を 含
む。）、政治
学（国際政
治を含む。） 

法学概論（国際法を含む） 4 

4 
2 科目中 
1 科目必修 

3～ 大宮 

政治学原理（国際政治を含む） 4 3～ 大宮 

社会学、経
済学（国際
経 済 を 含
む。） 

社会学概説 4 
4 

2 科目中 
1 科目必修 

2～ 大宮 

経済原論（国際経済を含む） 4 3～ 大宮 

哲学、倫理
学、宗教学、
⼼理学 

哲学概論 2 2 ア ※1 
左記のア～ウの
組み合わせから
2ないし4単位必
修   

2～ 大宮 

倫理学概論 2  2 イ 2～ 大宮 

宗教学概説 A 2 
4 ウ 

2～ 大宮 

宗教学概説 B 2 2～ 大宮 

☆ 「2 科目中 1 科目必修」とされている履修要件において、規定以上の単位を修得すると選択科⽬の単
位として扱われます。 

※1 例えば、「哲学概論」「倫理学概論」を履修する場合、2 単位で履修要件に定める選択必修の条件を充
たしますが、「宗教学概説 A」「宗教学概説 B」の場合は、4単位で選択必修の選択必修の条件を充た
すことになります。 

 

■選択科⽬ 
 【どの科⽬区分からでも選択可】 

科⽬区分 開設科⽬名 単位数 配当年次 開講学舎 
法律学（国際法を含
む。）、政治学（国際
政治を含む。） 

比較教育学 2 2～ 大宮 

社会学、経済学（国
際経済を含む。） 

社会事業概説 4 2～ 大宮 

社会教育概論 4 2～ 深草 

教育社会学概論 2 2～ 深草 

文化人類学概論 4 2～ 大宮 

現代社会論 4 1～ 深草 

生涯学習概論 2 2～ 大宮 

異文化間教育学 2 2～ 大宮 
哲学、倫理学、宗教
学、⼼理学 

哲学特殊講義    ※2 2 3～ 大宮 

美学概説 2 3～ 大宮 

キリスト教神学 2 3～ 大宮 

科学哲学 2 2～ 深草 

社会哲学 2 2～ 深草 

現代倫理学特論 2 2～ 大宮 

倫理学特論 2 2～ 大宮 

現代哲学特論 2 2～ 大宮 

伝道学特殊講義 2 3～ 大宮 

真宗学概論 A1 2 3～ 大宮 

真宗学概論 A2 2 3～ 大宮 

真宗学概論 B1 2 1～ 深草 

真宗学概論 B2 2 1～ 深草 

仏教学概論 A1 2 3～ 大宮 

仏教学概論 A2 2 3～ 大宮 

仏教学概論 B1 2 2～ 深草 

仏教学概論 B2 2 2～ 深草 

※2 修得した単位数分が教科に関する科目となります。例えば、「哲学特殊講義（A）A〈2単位〉」「哲学特
殊講義（A）B〈2単位〉」「哲学特殊講義（B）A〈2 単位〉」の 3 科目の単位を修得した場合は、6単位
とも選択科目の単位として算入できます。  
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中学校教諭⼀種免許状 宗教（必修科⽬を含む最低修得単位数：22 単位）
⾼等学校教諭⼀種免許状 宗教（必修科⽬を含む最低修得単位数：26 単位）
 
■必修科⽬

科⽬区分 開設科⽬名 単位数 必修単位 履修要件 配当年次 開講学舎 
宗教学 宗教学概説 A 2 

4 必修 
2～ 大宮 

宗教学概説 B 2 2～ 大宮 

宗教史 宗教史 A 2 
4 必修 

2～ 大宮 

宗教史 B 2 2～ 大宮 

教理学、哲学 哲学概論 2 2 必修 2～ 大宮 

■選択科⽬【どの科⽬区分からでも選択可】
科⽬区分 開設科⽬名 単位数 配当年次 開講学舎 

宗教学 比較思想論 2 2～ 大宮 

伝道学特殊講義 ※1 2 3～ 大宮 

現代アジアの仏教と社会 A 2 3～ 大宮 

現代アジアの仏教と社会 B 2 3～ 大宮 

真宗学概論 A1 2 3～ 大宮 

真宗学概論 A2 2 3～ 大宮 

真宗学概論 B1 2 1～ 深草 

真宗学概論 B2 2 1～ 深草 

仏教学概論 A1 2 2～ 大宮 

仏教学概論 A2 2 2～ 大宮 

仏教学概論 B1 2 2～ 深草 

仏教学概論 B2 2 2～ 深草 

宗教史 真宗教学史 A 2 3～ 大宮 

真宗教学史 B 2 3～ 大宮 

浄土教理史 A 2 3～ 大宮 

浄土教理史 B 2 3～ 大宮 

インド仏教教学史 A 2 2～ 深草 

インド仏教教学史 B 2 2～ 深草 

中国仏教教学史 A 2 3～ 大宮 

中国仏教教学史 B 2 3～ 大宮 

日本仏教教学史 A 2 2～ 深草 

日本仏教教学史 B 2 2～ 深草 

インドの仏教と文化 A 2 3～ 大宮 

インドの仏教と文化 B 2 3～ 大宮 

教学史特殊講義 ※1 2 3～ 大宮 

教理史特殊講義 ※1 2 3～ 大宮 

真宗文献特殊講義 ※1 2 3～ 大宮 

教理学、哲学 インド哲学概論 A 2 3～ 大宮 

インド哲学概論 B 2 3～ 大宮 

真宗聖典学 A 2 2～ 大宮 

真宗聖典学 B 2 2～ 大宮 

仏教聖典学概論 A 2 2～ 大宮 

仏教聖典学概論 B 2 2～ 大宮 

浄土教概論 2 2～ 大宮 

教義学特殊講義 ※1 2 3～ 大宮 

キリスト教神学 2 3～ 大宮 

※1 修得した単位数分が教科に関する科目となります。例えば、「伝道学特殊講義 A1（2 単位〉」「伝道学特

殊講義 A2〈2 単位〉」「伝道学特殊講義 B1〈2 単位〉」の 3 科目の単位を修得した場合は、6単位とも 

選択科目の単位として算入できます。 
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中学校教諭⼀種免許状 国語（必修科⽬を含む最低修得単位数：24 単位） 
■必修科⽬ 

科⽬区分 開設科⽬名 単位数 必修 
単位 履修要件 配当 

年次 
開講 
学舎 

国語学（⾳声⾔語及び
⽂章表現に関するも
のを含む。） 

日本語学概論 A 2 
4 必修 

1～ 両学舎 

日本語学概論 B 2 1～ 両学舎 

国⽂学（国⽂学史を含
む。） 

日本文学概論 A 2 

12 必修 

1～ 両学舎 

日本文学概論 B 2 1～ 両学舎 

日本文学史（古典）A 2 2～ 大宮 

日本文学史（古典）B 2 2～ 大宮 

日本文学史（近代）A 2 2～ 大宮 

日本文学史（近代）B 2 2～ 大宮 

漢⽂学 中国文学史 A 2 

4 

ア 
左記の
ア～ウ
の組み
合わせ
から 4
単位必
修 

※1 

1～ 大宮 

中国文学史 B 2 1～ 大宮 

中国文学ⅠA 2 
イ 

1～ 深草 

中国文学ⅠB 2 1～ 深草 

中国文学ⅡA 2 
ウ 

1～ 大宮 

中国文学ⅡB 2 1～ 大宮 

書道（書写を中⼼とす
る。） 

書道（書写を含む）A 2 
4 必修 

3～ 大宮 

書道（書写を含む）B 2 3～ 大宮 

☆科目区分・漢文学において規定以上に修得した単位は選択科⽬の単位として扱われます。 

 

※1 例えば、「中国文学ⅠA」及び「中国文学ⅠB」の 4 単位で履修要件に定める 4 単位選択必修の条件を 

満たしますが、「中国文学ⅠA」及び「中国文学ⅡA」という組み合わせでは履修要件に定める 4 単位

選択必修の条件を満たさないということになります。 

なお、「中国文学ⅠA」「中国文学ⅠB」と「中国文学ⅡA」「中国文学ⅡB」は隔年開講となっており、

奇数年度（2027・2029 年度）は「中国文学ⅡA」「中国文学ⅡB」、偶数年度（2026・2028 年度）は「中

国文学ⅠA」「中国文学ⅠB」の開講となります。 

 

■選択科⽬【どの科⽬区分からでも選択可】 

科⽬区分 開設科⽬名 単位数 配当年次 開講学舎 
国語学（⾳声⾔語及び
⽂章表現に関するも
のを含む。） 

日本語学特殊講義  ※2 2 3～ 大宮 

日本語学講読    ※2 2 2～ 両学舎 

国⽂学（国⽂学史を含
む。） 

古典文学特殊講義  ※2 2 3～ 大宮 

近代文学特殊講義  ※2 2 3～ 大宮 

古典文学講読    ※2 2 2～ 両学舎 

近代文学講読    ※2 2 2～ 両学舎 

仏教文学 A 2 2～ 大宮 

仏教文学 B 2 2～ 大宮 

※2 修得した単位数分が教科に関する科目となります。例えば、「日本語学特殊講義（A）A〈2単位〉」 

「日本語学特殊講義（A）B〈2 単位〉」「日本語学特殊講義（B）A〈2 単位〉」の 3 科目の単位を修得し

た場合は、6単位とも選択科目の単位として算入できます。  
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⾼等学校教諭⼀種免許状 国語（必修科⽬を含む最低修得単位数：26 単位） 
■必修科⽬ 

科⽬区分 開設科⽬名 単位数 必修 
単位 履修要件 配当 

年次 
開講 
学舎 

国語学（⾳声⾔語及
び⽂章表現に関す
るものを含む。） 

日本語学概論 A 2 
4 必修 

1～ 両学舎 

日本語学概論 B 2 1～ 両学舎 

国⽂学（国⽂学史を
含む。） 

日本文学概論 A 2 

12 必修 

1～ 両学舎 

日本文学概論 B 2 1～ 両学舎 

日本文学史（古典）A 2 2～ 大宮 

日本文学史（古典）B 2 2～ 大宮 

日本文学史（近代）A 2 2～ 大宮 

日本文学史（近代）B 2 2～ 大宮 

漢⽂学 中国文学史 A 2 
4 必修 

1～ 大宮 

中国文学史 B 2 1～ 大宮 

中国文学ⅠA 2 

4 

ア 

※1 

1～ 深草 

中国文学ⅠB 2 1～ 深草 

中国文学ⅡA 2 
イ 

1～ 大宮 

中国文学ⅡB 2 1～ 大宮 

☆科目区分・漢文学において規定以上に修得した単位は選択科⽬の単位として扱われます。 

 

※1 左記ア・イのいずれかの組み合わせで 4単位必修。例えば、「中国文学ⅠA」及び「中国文学ⅠB」 

の 4 単位で履修要件に定める 4 単位選択必修の条件を満たしますが、「中国文学ⅠA」及び「中国文学 

ⅡA」という組み合わせでは履修要件に定める 4単位選択必修の条件を満たさないということになり 

ます。 

なお、「中国文学ⅠA」「中国文学ⅠB」と「中国文学ⅡA」「中国文学ⅡB」は隔年開講となっており、 

奇数年度（2025・2027 年度）は「中国文学ⅡA」「中国文学ⅡB」、偶数年度（2026・2028 年度）は「中

国文学ⅠA」「中国文学ⅠB」の開講となります。 

 

■選択科⽬ 【どの科⽬区分からでも選択可】 

科⽬区分 開設科⽬名 単位数 配当年次 開講学舎 
国語学（⾳声⾔語及び
⽂章表現に関するも
のを含む。） 

日本語学特殊講義  ※2 2 3～ 大宮 

日本語学講読    ※2 2 2～ 両学舎 

国⽂学（国⽂学史を含
む。） 

古典文学特殊講義  ※2 2 3～ 大宮 

近代文学特殊講義  ※2 2 3～ 大宮 

古典文学講読    ※2 2 2～ 両学舎 

近代文学講読    ※2 2 2～ 両学舎 

仏教文学 A 2 2～ 大宮 

仏教文学 B 2 2～ 大宮 

※2 修得した単位数分が教科に関する科目となります。例えば「日本語学特殊講義（A）A〈2 単位〉」 

「日本語学特殊講義（A）B〈2単位〉」「日本語学特殊講義（B）A〈2 単位〉」の 3 科目の単位を修得 

した場合は、6 単位とも選択科目の単位として算入できます。 
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中学校教諭⼀種免許状  英語（必修科⽬を含む最低修得単位数：22 単位） 
⾼等学校教諭⼀種免許状 英語（必修科⽬を含む最低修得単位数：26 単位） 
■必修科⽬ 

科⽬区分 開設科⽬名 単位数 必修単位 履修要件 配当年次 開講学舎 
英語学 英語学概論 A 2 

4 必修 
1～ 両学舎 

英語学概論 B 2 1～ 両学舎 

英語⽂学 英語圏文学概論 A 2 
4 必修 

1～ 両学舎 

英語圏文学概論 B 2 1～ 両学舎 

英語コミュ
ニケーショ
ン 

Oral CommunicationⅠA 1 

8 

必修 

2～ 両学舎 

Oral CommunicationⅠB 1 2～ 両学舎 

Oral CommunicationⅡA 1 2～ 大宮 

Oral CommunicationⅡB 1 2～ 大宮 

English Academic WritingⅡA 1 3～ 大宮 

English Academic WritingⅡB 1 3～ 大宮 

英米文学講読（C）A 2 

4 科目中 

1 科目必修 

3～ 大宮 

英米文学講読（C）B 2 3～ 大宮 

英米文学講読（E）A 2 3～ 大宮 

英米文学講読（E）B 2 3～ 大宮 

異⽂化理解 英語圏文化論 A 2 
4 必修 

3～ 大宮 

英語圏文化論 B 2 3～ 大宮 

☆「4 科目中 1 科目必修」とされている履修要件において、規定以上の単位を修得すると選択科⽬の単位 

として扱われます。 

■選択科⽬【どの科⽬区分からでも選択可】 

科⽬区分 開設科⽬名 単位数 配当年次 開講学舎 
英語学 英語音声学 A 2 1～ 深草 

英語音声学 B 2 1～ 深草 

英語学特殊講義        ※1 2 3～ 大宮 

英語⽂学 英米文学特殊講義       ※1 2 3～ 大宮 

英語コミュ
ニケーショ
ン 

English Academic WritingⅠA  ※2 1 1～ 深草 

English Academic WritingⅠB  ※2 1 1～ 深草 

Oral Communication ⅢA 1 2～ 大宮 

Oral Communication ⅢB 1 2～ 大宮 

異⽂化理解 英文学史 A 2 2～ 大宮 

英文学史 B 2 2～ 大宮 

米文学史 A 2 2～ 大宮 

米文学史 B 2 2～ 大宮 

英米文化概論 A 2 1～ 両学舎 

英米文化概論 B 2 1～ 両学舎 

イングリッシュ・レクチャー（英米のポピュラー・カルチャー）Ⅰ 2 2～ 深草 

イングリッシュ・レクチャー（英米のポピュラー・カルチャー）Ⅱ 2 2～ 深草 

イングリッシュ・レクチャー（英米の風土と習慣）Ⅰ 2 2～ 深草 

イングリッシュ・レクチャー（英米の風土と習慣）Ⅱ 2 2～ 深草 

※1 修得した単位数分が教科に関する科目となります。例えば、「英語学特殊講義（A）A〈2 単位〉」「英語 

学特殊講義（A）B〈2 単位〉」「英語学特殊講義（B）A〈2 単位〉」の 3 科目の単位を修得した場合は、 

6 単位とも選択科目の単位として算入できます。 

※2 英語英米文学科の学生以外は履修できません。 
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